
インターリスク総研が数々のコンサルティング実績をもとに

最新の米国ＣＰＳＣガイドを解説し、他規格や実例も加えた

取扱説明書作成マニュアルの決定版！

三井住友海上グループに属し、あらゆるリスクマネジメントに関しわが国トップレベルのノウハウ

に基づく実践的なコンサルティングで、多くの企業から高い評価を受けている「インターリスク総研」

が、最新の米国ＣＰＳＣガイドを解説し、これまでのコンサルティング実績のノウハウを加えて、取

扱説明書の作成マニュアルを執筆しました。

ご存知のとおり、製造物責任（ＰＬ）については米国が世界で最もリスクが高いと言われています。

その米国で消費者保護政策を担当するＣＰＳＣが作成した最新の指針は、企業が米国で活動するため

に重要であるだけではなく、世界トップレベルの指針としての重要性を持ちます。

本書では、ＣＰＳＣ指針をわかりやすく解説し、米国の事情と日本の事情を比較考察して、国内で

の適用も可能にしています。

技術・品質管理等の直接に取扱説明書の作成に携わるご担当者はもちろんのこと、製品の流通に関

係する企業の各部門の管理者の方がそれぞれの製品に係わる上で必要な１冊です。

Ａ５判・１４３頁

定価２，２００円（税別）

三井住友海上グループ斡旋特別価格

２，０００円（税・送料込）

※必ず裏面の専用申込書にてお申し込みください。

―米国ＣＰＳＣガイドに学ぶー

最新取扱説明書

作成マニュアル

【主な内容】

第 1 章 CPSC 指針の意義

１．CPSC とは ２．CPSC の活動の事例 ３．CPSC 指針とは ４．CPSC 指針の目的

第 2 章 取扱説明書の作成

１．不合格の取扱説明書 ２．PDCA サイクルの適用

第 3 章 取扱説明書の作成計画

１．取扱説明書の達成目標 ２．読者は誰か？ ３．制約は何か？

第 4 章 取扱説明書作成のポイント

１．注意を引き付ける取扱説明書 ２．確実に理解できる取扱説明書 ３．読者を従わせる取扱説明書

第 5 章 安全情報の提示

１．安全警告・指示の特定 ２．安全警告・指示の作成

第 6 章 取扱説明書の評価

第 7 章 取扱説明書の改善

第 8 章 取扱説明書の作成に関する指針・規格

１．取扱説明書と PL ２．米国の指針・規格 ３．国際規格および指針 ４．日本の指針・規格

第 9 章 取扱説明書の例

１．取扱説明書の検討例 ２．日米の比較

取扱説明書の例

取扱説明書の問題点の指摘例

取扱説明書の手直し例

チェックリスト
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